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I Ea-3　　　　 青年期における養護性獲得の課題- 『子ども』理解
の一方法としての自己の子ども期の回想~一
岡野雅子( 群馬女子短大)

【目的】　すべての人は子ども期を通って大人になることから｡子ども期に自分が感じたこ
と･考えたことを想い起こすことができる｡それは｢子ども｣という存在や｢子どもが生きてい
る世界｣についての理解を促す作用を持つと期待される｡本研究は､｢子ども｣に対する理解を
深めるための一方法として自己の子ども期を参照することの有効性について検討を試みた。

【方法】　2年制大学3校の女子学生183名を対象に質問紙調査を行い､自己の子ども期の回
想･それを通して感じた｢子ども｣観および子どもに対する感情について回答を求めた｡なお、
7~10週間前にも子どもに対する感情の事前調査を行った｡有効回答数は161名であった。

【結果と考察】　①全体の子どもに対する感情は｡自分の子ども期を回想した後には若干良
い方向への移行が認められた｡特に､子どもの相手は煩わしい､イライラするなどのマイナス
項目に否定する回答の増加が認められた｡②子ども期の嬉しかったエピソードは､家族旅行

･買ってくれた･誉められた･発表会や誕生会を挙げ､家族や幼稚園保育所の先生が登場する。
③｢子ども｣とは些細なことで嬉しかったり悲しかったりし､発達段階の基礎で｡敏感に大人
の心を察する､と過半数の者が捉える｡子どもが嬉しいと感じる状況は､誉められ認められる
ことの回答が圧倒的に多い｡④子どもと良い関係を形成する関わり方は､子どもの目線で一

緒に関わる､親はけじめをつけしつける｡が多い｡⑤子どもに対する感情が好転した群は､子

ども期を暖かく懐かしく捉え､子どもは大人が考えるよりよく判っていると感じる傾向にあ
る｡⑥これらの結果から｡子ども期の回想は｢子ども｣に対する悪い感情を緩和し､良い感情を

持つ者は｢子ども｣の理解が深まりより一層良い感情を持つようになると言えるようである。
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日的 文部省が先般発表し

小学生の放課後の生活

○表 真美　 神生千暁 （京都女大）

内容が削減され、「ゆとり」が主眼の１つとされてい

る。こういった改革の背景には、多忙な生活による子どものストレスが原因と考えられる数々の問題が存在

する。そこで本研究では、子どもたちの放課後および休日の生活の実態を明らかにし、健康状態との関連を

分析することを目的とする。

方法　平成10 年6月５日より７月16 日に、京都市の私立小学校1校および神戸市の農業地域、商業地域、住宅

地域に位置する公立小学校4校、計5校における、3、4、5、6年生852 名を対象として、集合法による質問

紙調査を実施した。有効回収率は92.6 ％であり、789 名を分析対象とした。調査内容は、学習塾・習い事に

関する項目、遊びに関する項目、家族コミュニケーションに関する項目、健康状態に関する項目の４点であ

る。

mm 得られた知見をまとめると以下の通りである。

1 ）全体の46.5 ％の子どもが学習塾に通い、習い事ではスポーツ、習字、音楽の順で高率であった。学習

塾・習い事に通っていない子どもは68 名で1割に満たなかった。

2 ）r ほとんど毎日遊ぶ」子どもが最も多かったが26.5 ％にすぎず、「ほとんど遊ばない」子どもも24.2 ％

を占めた。「昨日の遊び」の場所は「家の中」の割合が高く、遊びの内容で最も多かったのは「テレビゲー

ム」の114 名であった。

3 ）家族との会話については62 ％が「よくする」と回答し、また休日に家族とでかける子どもも多かった。

4）学習塾や習い事に通う頻度の高い子どもは「朝起きるのがつらい」「いそがしい」と回答する割合が高

く、遊ぶ頻度の低い子ども、家族とのコミュニケーションが少ない子どもは健康状態が悪い傾向にあった。
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